
 

 

 

 

 

 

新しい年を迎えて 

校長 木暮恵一郎 

新春の候、保護者の皆様には益々御健勝のこととお慶び申し上げます。 

令和８年も順調にスタートを切りました。 始業式にて、生徒たちが良き行動ができるように、心を変えていくにはど

うしたらよいか、以下のような講話を致しました。３学期は、各学年共、１年の仕上げとしての意識をもち、日常の教育

活動を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、後期の学校教育活動のアンケートに多くの皆様に御協力いただきありがとうございました。集計結果（裏面

掲載）を活かし、次年度は次の三点に重点を置き取り組んで参ります。 

①教科指導の充実 （下線部は、次年度の重点目標） 

少人数指導を効果的に進め、生徒の理解や習熟度に応じたきめ細かい指導の充実を図る。 

ＩＣＴ教育機器をさらに効果的に活用することで、生徒の主体的・対話的な活動を促進する授業づくりを推進する。 

ＴＯＫＹＯ ＧＬＯＢＡＬ ＧＡＴＥＷＡＹが提供する体験型英語学習を全校体制で行い、生徒たちのスピ

ーキング力・学習意欲の向上に努める。 

②基礎基本的な学習内容の定着 

学力調査結果、検定試験（英検、漢検等）を活用し、生徒一人一人の学力を把握する。 

年度当初に各教科評価ガイダンスを行い、学習方法等のサポートを行う。 

自主学習週間や長期休業中等に補充授業を実施する。 

③特別支援教育の充実 

特別な支援を必要とする生徒の実態を把握し、個に応じた教育を進める。 

 特別支援教育コーディネーターを中心に、巡回指導教員、巡回相談心理士との連携を図り、適切な支援を行う。 

＊令和７年度の学校経営計画詳細の報告は年度末３月に改めてお知らせいたします。 
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まずは、自分の意識、考え方を変えてみることだと思います。そのためには、受け身ではなく、自分から今、で

きることをやってみることが大切です。昨年日米通算２００勝を達成したプロ野球巨人軍の田中選手は、「変化

を恐れていたら、進化はできない。うまくいくことばかりではないが、自分がよりよくなるために、色々とトライし

てみること」と言っています。まずトライできそうなことは、知識を得ることだと思います。それは、学校の教科の

授業を受けることだけではありません。自分の好きなことだけでなく、様々な情報を得ることが、自分の考え方

を変えるきっかけになるかもしれません。これから将来の予測が難しい社会において、見いだした情報を主体

的に活用していく、情報活用能力が今後ますます、重要となってきます。また、時間にルーズな人は、時間の使

い方を少し、変えてみることで変化をもたらすことができるかもしれません。皆さんそれぞれで、ぜひ、自分にあ

った取り組み、方法をさがしてみてください。いよいよ今日から３学期が始まりました。各自、健康には十分気を

付けて、一日一日を大切にし、毎日が充実して過ごせるように、頑張りましょう。新しい年を迎え、今年の皆さん

の活躍を大いに期待しています。（３学期始業式 式辞より抜粋） 
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